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平成２６年度事業評価監視委員会（第２回）資料

道路事業 再評価

一般国道７号 鷹巣大館道路（Ⅱ期）

資 料 ３

平成２６年１０月３１日
国土交通省 東北地方整備局

た か の す お お だ て
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起
点
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終
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１．事業の目的と概要（１）

○事業目的

○計画概要
起 終 点 ：自 秋田県北秋田市脇神

至 秋田県北秋田市栄
延 長 ： ５．６ｋｍ
幅 員 ：１２．０ｍ
道路規格 ：第１種２級
設計速度 ：１００ｋｍ／ｈ
都市計画決定：平成１４年度
事 業 化 ：平成１９年度
用地着手 ：平成２０年度
工事着手 ：平成２１年度

再評価実施後３年経過

きたあき た わきがみ

位置図 標準横断図

鷹巣大館道路（Ⅱ期）
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事業費・進捗率
二ツ井白神IC

(仮)あきた北空港IC
(仮)鷹巣IC

二井田真中IC

大館南IC

大館北IC

北秋田市

能代市

藤里町
大館市

７

７
105
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285 105
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至
新
潟

至 青森至 小坂JCT

至
鹿
角

至 潟上 至 仙北

至
河
辺
Ｊ
Ｃ
Ｔ

鷹巣大館道路（Ⅱ期）
L=5.6km

鷹巣大館道路
L=8.3km

平成28年度
開通予定

平成29年度
開通予定

(仮)今泉IC(仮)小繋IC

平面図
きたあき た さかえ

１２，６００台/日

１８，２００台/日

２１，８００台/日

・鷹巣大館道路（Ⅱ期）は、日本海沿岸東北自動車道
の一部を構成する自動車専用道路
・安定的な物流ルートの確保等による企業活動の支援
・迅速かつ安定的な救急搬送を支援し、地域住民の安全・
安心を確保

全体事業費
（うち用地費）

H25まで執行済み額
（うち用地費）

全体進捗率
（用地費）

H23再評価
（用地費）

完成 ２７０億円
（１７億円）

９7億円
（１４億円）

３６％
（８２％）

２０９億円
（１４億円）
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その他道路凡例
道路種別
：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

道路種別
：4車線以上
：2車線

その他凡例

凡 例
：開通中
：事業中
：未事業化□□□

：H22センサス交通量



１．事業の目的と概要（２）

◆平成２３年１２月１７日大館西道路（二井田真中IC～大館南IC）開通、平成２５年１１月３０日大館北～小坂間開通
◆平成２４年度に二ツ井今泉道路（小繋IC～今泉IC）、鷹巣西道路（秋田県事業）が事業化

大館北～小坂
L=14km

大館西道路
L=8.8km

鷹巣大館道路
L=8.3km

二ツ井今泉道路
L=4.5km

琴丘能代道路
L=33.8km

至 新潟・福島

至 青森

能代市

北秋田市

三種町

大館市

鹿角市

小坂町
藤里町

八峰町

上小阿仁村

鷹巣西道路
（秋田県）
L=5.3km

秋田市

大潟村

男鹿市

潟上市

井川町

八郎潟町

五城目町

仙北市

▼日本海沿岸東北自動車道
整備進捗状況

区分
前回再評価時
（Ｈ２３）
（ｋｍ）

H25年度末

（ｋｍ）
計画延長 ３２２ ３２２

開通済 １６７
（５２％）

２２０
（６８％）

事業中 ８５
（２６％）

９７
（３０％）

二ツ井白神
～小繋
L=6.5km

鷹巣大館道路(Ⅱ期)
L=5.6km
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その他道路凡例
道路種別
：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

道路種別
：4車線以上
：2車線

凡 例
：開通中
：事業中
：未事業化□□□



鷹巣大館道路（Ⅱ期）L=5.6km

L=1.7km L=3.9km
平成29年度
開通予定

平成28年度開通予定

北
秋
田
市
脇
神

北
秋
田
市
栄

小森川橋
L=122m

摩当川橋
L=83m

２．事業の進捗状況

施 工 中 H26.5現在

一般国道7号 鷹巣大館道路（Ⅱ期）工事進捗状況

⑦ 摩当川橋床版工

⑥ 改良工事（栄地区）

N

⑦

③ 改良工事（函渠工）
②改良工事
（あきた北空港IC（仮））

⑤法面工事（脇神地区）④小森川橋 下部工

藤株こ道橋
L=40m

青森県

秋田県 岩手県

位置図

鷹巣大館道路(Ⅱ期)

①起点からの全景
大館能代空港（あきた北空港）付近

至大館市

N

あきた北空港IC（仮称）

（県）あきた北空港西線

大館能代空港

国道105号

(あきた北空港)

鷹巣IC（仮称）

小猿部川橋
L=137m
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⑤

⑥
④

③

②

①



▼ 大館市における企業進出状況

鷹巣大館道路の整備による企業進出及び雇用創出に期待

至能代

H24、25年度 新設・増設工場
H26年度 新設・増設工場

H25開通区間
H25.11.30開通 L=16.1km

大館北IC

小坂JCT

小坂IC

十和田IC大館南IC

二井田真中IC

小坂北IC

大館・大館第二工業団地

釈迦内工業団地

昭和木材㈱
（工場増設）

㈱東北センバ
（工場新設）

石垣鐵工㈱
（工場増設）
ニプロ㈱

（工場増設）

◇大館市では日沿道の開通年度を公表後、工場の新設や増設等の設備投資が増加し２６年度もその動きは継続
◇企業立地が好調なことから、大館市の高卒求人倍率は全国平均値を上回るなど雇用面でも好調を継続

３．事業の必要性に関する視点（１）

大館新報 ２面 平成２６年６月５日（木）

4

63工場

52工場 58工場

増設11 増設9新規 4 新規3

0
20
40
60
80

H23 H24 H25 H26

67工場 70工場

▼大館市の企業立地等推移

12工場56億円
の設備投資

15工場150億円
の設備投資

・大館北～小坂間のH25開通公表 （H23. 4）
・大舘西道路（仁井田真中IC）開通(H23.12)

4工場10億円
の設備投資
（6月末時点）

▼高卒者の求人倍率推移 出典；大館市

出典；大館市,厚生労働省

0.75 0.84

1.90 1.65

0.68 0.75
0.93

1.28

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H23.7月末 H24.7月末 H25.7月末 H26.7月末

大館市
全国



３．事業の必要性に関する視点（２）

◆近年、自然災害により国道７号は長時間におよぶ全面通行止などの通行規制が発生
◆周辺企業には、生産活動や輸送に係わる影響が出ており、安定した輸送路確保を望む声あり

鷹巣大館道路の整備により、安定した輸送路の確保に期待

資料：H26.2企業ヒアリング

発生年月日 規制要因 規制時間
Ｈ19.9.18 降雨による河川水位上昇 3時間15分
H23.8.17 大雨による土砂流入 21時間30分
H24.1.30 大雪によるスタック発生 4時間20分
H25.8.9 局地的大雨による河川水位上昇 22時間10分
H25.9.16 台風18号による冠水 5時間20分

至 新潟

至 青森

H24.1.30
スタック車H23.8.17

土砂流入

▼ 自然災害による通行規制箇所（H1６-25）及び迂回経路

至 青森

至 秋田

能代
市役所

大館
市役所

H25.9.16
冠水

H19.9.18
H25.8. 9
河川水位上昇

凡 例

：通行止め区間

：通行止め箇所

資料：通行規制データ
H22道路交通センサス

通常時に比べ、災害時は
走行距離 約４割増
所要時間 約３割増

▼ 国道７号における過去１０年間の全面通行止めの経緯

企業名 業務への支障内容

衣料品製造会社 運送業者がストップし、取引先への衣料製品
の供給が不能となった

新東北メタル（株） 原材料の搬入、取引先への製品の供給ともに
ストップした

木材加工業者 大館からの木材資材の搬入がストップした
運送業者 国道７号沿いの集配が不能となった

▼ H25通行止めにおける経済活動への支障事例

北鹿新聞 １面
平成２５年９月１７日
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1.00 
1.29 1.14 1.18 1.29 

1.75 1.89 
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2.36 

1.00 1.08 1.08 1.05 1.07 
1.19 1.14 1.17 1.20 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

(H17基準)
大館市立総合病院 総搬送件数

脳疾患
44%

産科・新
生児
15%

消化器
9%

外傷
9%

精神
6%

泌尿器
3%

呼吸器
2%

その他
12%

３．事業の必要性に関する視点（３）
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◆平成２２年以降、北秋田市から大館市立総合病院への搬送件数は増加傾向
◆搬送要因の約４４％を脳疾患が占め、北秋田管内の脳疾患による死亡率（193.1）は全国１位の岩手県（180.3）を上回る
◆脳疾患患者の搬送においては、振動等により脳に影響が出ないよう、特に走行中の注意が必要

走行性の向上による患者への負担軽減、及び搬送時間の短縮に期待

資料：H23人口動態統計、 H23秋田県衛生統計年鑑

▼ 脳疾患による死亡率(地域別)▼ 北秋田市から大館市立総合病院への
要因別搬送割合（H25）

資料：北秋田市
消防本部

▼ 北秋田市消防本部における搬送件数の変化率

資料：北秋田市消防本部

■北秋田市消防本部の声
・大館方面への搬送のうち約６割が大館市立総合病院への転
院搬送
・脳疾患患者の搬送は、脳に影響を及ぼさないよう、振動を与え
ない走行が特に重要
振動でストレッチャーが跳ねないように段差などに 注意を払って
いる
・鷹巣大館道路(Ⅱ期)の整備により、走行性の向上が期待で
き、それにより搬送時の振動を抑え、患者への影響の軽減を期
待している
・大館方面への搬送時間が短縮されることを期待している

整備前
約42分

整備後
約27分

搬送時間が
約４割 短縮
搬送時の安定
走行にも期待

▼ 大館市立総合病院への搬送経路及び所要時間

資料：【所要時間】H22道路交通センサス
【搬送経路】H26北秋田市消防本部ヒアリング

資料：H26北秋田市消防本部ヒアリング

105

至 青森

至

新
潟

４％
３．３％

５％

５％
R100

搬出件数
計６６件
（Ｈ２５）

193.1 180.3
160.9

0

50

100

150

200

北秋田管内 岩手県
（全国１位）

秋田県

10万人対 北秋田管内は
全国１位の岩手県を上回る

大館市立
総合病院

北秋田
市民病院
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まるごと森吉山観光振興プロジェクト
～いつでも、だれでも、森吉山！～

３．事業の必要性に関する視点（４）

◆北秋田市では、平成２５年度からの４年間で約７億円をかけて「まるごと森吉山観光振興プロジェクト」が進行中
◆周辺地域との広域連携、観光動線の確保が課題であり、観光関連団体からは日沿道整備に対する期待の声あり

鷹巣大館道路の整備により、観光地へのアクセス性・周遊性の向上に期待

資料:H24秋田県・青森県観光統計、Ｈ25.12北秋田市ヒアリング

▼ 県北地域周辺の主要観光地点
白神山地周辺
年間65万人

八幡平
国立公園
年間66万人

国立公園
十和田湖
年間66万人

男鹿水族館
GAO

年間25万人

大館樹海ドーム
年間22万人

大太鼓の里
ぶっさん館
年間26万人

おなごり
フェスティバル
48万人

大館アメッコ市
11万人

能代港まつり
花火大会
21万人

北欧の杜
公園

年間12万人

角館武家屋敷群
年間57万人

花輪ばやし
19万人

森吉山
年間13万人

大館能代空港

至 青森

至 秋田

至
東
京

■観光関連団体の声
・空路は九州からの便が無く、関西便も廃止となったため、観光のPRにおいて陸路の
強化が大変重要。
・日沿道の整備により、青森・秋田・岩手３県の交通ネットワークが強化され、連携
した観光周遊計画が期待できる。

(社)十和田八幡平観光物産協会

①(仮称)森吉山ビジターセンター整備事業
②森吉山阿仁スキー場機能強化事業
③森吉山イメージアップ事業

資料：北秋田市プロジェクト本部会議資料

北秋田市事業 県事業・県市協働事業

▼四季折々の森吉山

【北秋田市事業費】 約６億８千万円 【プロジェクト期間】平成25年度～平成28年度

周遊性向上に期待

①森吉山スキー場管理運営協議会との連携
②観光宣伝事業（PR・情報発信）
③滞留型観光商品開発に対する支援

春
夏 秋 冬

【北秋田市へのヒアリング】
•平成25年5月に秋田県市町村未来づくり協働プログラムに「ま
るごと森吉山観光振興プロジェクト」が採択された。
採択時に知事から、日沿道が整備されれば更に効果があるとの
評価がされている。 北秋田市 商工観光課 観光振興係

資料：広報きたあきた 2013.8
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４．事業計画の変更（事業費増）

鷹巣大館道路(Ⅱ期)の事業費増 （全体事業費２０９億円→２７０億円）６１億円増

項 目 増額
（億円） 概 要

工 事 費

土 工 ３５ 土質改良と切土法面安定対策の増
ト ン ネ ル 工 １０ 掘削補助工法（AGF）追加と支保パターン変更
起点部形状変更 ２４ 現道接続のための道路形状変更

コ ス ト 縮 減 －８ 防雪柵設置区間の精査
路体盛土材(土質改良→購入土)の変更

合 計 ６１

北
秋
田
市
栄

鷹巣大館道路（Ⅱ期）L=5.6km

L=1.7km L=3.9km

北
秋
田
市
脇
神

小森川橋
L=122m

藤株こ道橋
L=40m

摩当川橋
L=83m

栄トンネル
L=562m

N

小猿部川橋
L=137m

■土質改良必要区間

■切土法面対策必要区間

■補助工法追加
■支保パターン変更

■起点部形状変更

鷹巣西道路
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４．事業計画の変更（事業費増 土工の変更 ＋３５億円 ①）

増額３５億円の内訳 ： ①土質改良 ２４億円
②切土法面安定対策 １１億円

当初 見直し 変動

石灰添加量 30
kg/m3

30～62
kg/m3

0～＋32
kg/m3

対 象 数 量 23万m3 67万m3 ＋44万m3

施 工 単 価 4,730円 5,280円 ＋550円

所 要 額 １１億円 ３５億円 ＋２４億円

①土質改良
○当初計画時
：地表地質踏査や既存資料等の調査結果を基に、盛土材に流用する
発生土のうち23万m3は生石灰処理（30kg/m3添加）を想定

○Ｈ２５年度
：土工の本格展開を迎え、発生土の試料を採取し土質試験を行ったと
ころ、当初の添加量では規定のコーン指数を満足しないことが判明し、
生石灰処理が必要な発生土の増加（67万m3）及び添加量の変
更（30～62kg/m3）が必要となった

コーン指数の基準値

【第3種建設発生土】
通常の施工が確保される粘性土
及びこれに準拠するもの）

コーン指数ｑｃ=400kN/m2以上

建設発生土利用技術マニュアル
（財団法人土木研究センターより）

現地状況

コーン指数ｑｃ=201kN/m2の状況
9

【当初】
対象土量

23万m3
改良添加量
(30kg/m3)

【改良不要】
対象土量

10万m3
(－)

【添加量不変】
対象土量

18万m3
改良添加量
(30kg/m3)

【添加量増】
対象土量

49万m3
改良添加量

(43~62kg/m3)

・配合試験の結果、目標強度を
400kN/m2とした場合、
※最適添加量
＝加重平均45kg/m3
（30～62kg/m3）



４．事業計画の変更（事業費増 土工の変更 ＋３５億円 ②）

増額３５億円の内訳 ： ①土質改良 ２４億円
②切土法面安定対策 １１億円

N

②切土法面安定対策
○当初計画時
：地表地質踏査や既存資料等の調査結果を基に、切土法面処
理は厚層基材吹付工を想定

○Ｈ２５年度
：切土法面の脆弱化による崩壊や湧水による浸食などが確認され
たことから、詳細な地質調査及び法面対策設計を実施した結果、
表層崩壊防止対策が必要となった

切土法面からの湧水状況

切土法面の表層崩壊状況

10

法面安定対策工法（見直し）

鉄筋挿入工

連続繊維補強土工
（ジオファイバー工法）

当初 見直し 変動

厚 層 基 材 吹 付
( 7,400円/m2) 7.3万m2 3.9万m2 －

連続繊維補強土
(40,000円/m2) － 3.4万m2

所 要 額 ５億円 １６億円 ＋１１億円



４．事業計画の変更（事業費増 トンネル工の変更 ＋１０億円）
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○当初設計時
： 地表地質、ボーリング調査、弾性波探査等の調査結果を基に岩質
性状を予測

○Ｈ２３年度
： １2月 トンネル坑口の崩落が発生したことから検討の結果、補助工法

を変更(ﾌｧｱﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ→長尺鋼管先受工法(AGF)）
○Ｈ２４年度
： １１月 当初想定した中硬岩部に到達したが、亀裂が発達しており

天端からの抜け落ちが確認されたため、長尺鋼管先受工法
(AGF)を実施

○Ｈ２５年度
： ６月 掘削完了

実績精査より土質区分及び補助工法の精査より事業費増が確定

鋼製支保工、吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ
拡幅支保工

中硬岩（CⅡ）

N=14本

支保工図
軟岩（DⅠ）

N=16本

崖錐層（DⅢ）

N=8本

N=20本

補助工法
(AGF)

土質区分

栄トンネルL=562ｍ

当初 崖 軟 崖 軟 崖 軟 中 軟 中 軟 崖
実積 崖 軟 崖 軟 崖 軟 崖

【土質区分】
中：中硬岩（CⅡ）
軟：軟岩 （DⅠ）
崖：崖錐層（DⅢ）

※崖錐層
表層部の岩が長年の
風雨により風化・土砂
化したものや、崩落等に
より堆積したもの

トンネル掘進方向縦断勾配 i=0.55%

長尺鋼管（L=12,590）

・亀裂の発達度合いが大きくなり天端からの抜け落ちが確認され
たため、長尺鋼管先受を施工

・崩落が発生したトンネル抗口部の崖錐層区
間を含め長尺鋼管先受に補助工法を変更

崩落箇所

項 目 当初 実績 変動額

支
保
構
造

中硬岩
（ＣⅡ）

L=103m
(1.2億)

L=０m
(0.0億)

L=-103m
(-1.2億)

軟岩
（ＤⅠ）

L=268m
(8.1億)

L=371m
（11.1億）

L=+103m
(+3.0億)

崖錐層
（ＤⅢ）

L=191m
(7.8億)

L=191m
（7.8億） －

補助工法
(ﾌｫｱﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ→ＡＧＦ)

L=191m
(0.2億)

L=272m
(8.4億)

L=+81m
(+8.2億)

合 計 17億 27億 +10億

：補助工法（工法変更）

：ボーリング調査
：補助工法（追加）

･亀裂の発達度合いが大きくなり天端からの抜け
落ちが確認されたため長尺鋼管先受を施工



４．事業計画の変更（事業費増 起点部形状変更＋２４億円）

○当初計画時
：あきた北空港ＩＣは、先線（接続路線）の基本構造が
未定であったことから端末IC（ハーフＩＣ）として計画

○構造変更検討の必要性
：H23年度の計画段階評価において、先線（接続路線）
の基本構造については、現道活用を基本案とすることに決定
この決定を踏まえ、現道との接続方法を検討

○見直し（検討結果）
：あきた北空港ＩＣをフルＩＣとし現道にすりつける計画案の
うち、経済性及び安全性で優位となる接続方法を採用

当初 見直し 変動

改 良 土工
4万m3

土工
45万m3 +41万m3

構 造 物 橋梁
IC橋 1橋

橋梁
IC橋、こ道橋 2橋 ＋1橋

舗 装 4,500m2 34,800m2 +30,300m2

所 要 額 4億円 28億円 ＋２４億円
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川口南交差点

あきた北空港IC

鷹巣西道路

大舘能代空港
○空港無線施設への影響なし

○立体交差することで川口南交差点への影響を回避
⇒交通の分散が図られ、経済性で有利

見直し【検討結果】

琴丘能代道路
開通済 H24新規

二ツ井今泉道路 鷹巣西道路
H24新規
(秋田県)

種梅入口交差点
（立体化）

二ツ井高架橋
（立体化）

蟹沢交差点
（立体化）

緑ヶ丘交差点
（立体化） 川口南交差点

（立体化）

計画段階評価区間（二ツ井白神ＩＣ～あきた北空港ＩＣ(仮)）

計画段階評価結果（概要）

ＢＰ



４．事業計画の変更（事業費増 コスト縮減 ー８億円）

当初 見直し 変動額

① 防 雪 柵 設 置 区 間 の 精 査 L=3.0km
５．４億円

ー
ー ー５．４億円

－８億円
② 路 体 盛 土 材 料 の 変 更
（土質改良67万m3のうち32万m3）

土質改良
３５．４億円

ー２．６億円
購入土＋圃場整備へ運搬

３２．８億円
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鷹巣大館道路（Ⅱ期）L=5.6km

カラムシ岱地区ほ場整備（県施工）
受入可能土量 ： ４０万m3

■土質改良必要区間

土質改良必要区間よりほ場整備事業箇所へ運搬 ■購入土へ変更

当初防雪柵設置計画区間L=3.0km

①防雪柵設置区間の精査
当 初：積雪地域の平野部であり既開通済区間である大舘西道路等の設置状況を踏まえ計画
見直し：風向風速調査の結果、主な風向が計画路線と平行であり効果が見込めないと予測し設置しないものとする

②路体盛土材変更（土質改良→購入土）
盛土材に使用する際に土質改良が必要になる掘削土砂(一部)を、近隣のほ場整備事業に搬出し、盛土材を購入土に変更する
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５．事業の必要性に関する視点（事業の投資効果）
○費用便益比（Ｂ／Ｃ） 全体Ｂ／Ｃ＝２．９ 残事業Ｂ／Ｃ＝４．３
※下表の数値は、基準年（平成26年度）における現在価値換算した金額を記載
計画交通量（平成42年度） ・鷹巣大館道路（Ⅱ期）＝１２，０００台/日 現道＝７，３００台/日

○純現在価値（NPV） 【全線】５４７億円 【残事業】６４７億円
○経済的内部収益率（EIRR） 【全線】１１．１％ 【残事業】１７．５％
【前回再評価時のＢ／Ｃ】 【全線】３．０ 【残事業】 ３．５
【前回再評価時の計画交通量】 鷹巣大館道路（Ⅱ期）＝１０，８００台/日 現道＝７，８００台/日

基 本ケース
感 度 分 析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動
＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋２０％ －２０％

費 用 C （ 現 在 価 値 ） 294 294 294 309 279 291 298
事 業 費（億円） 250 250 250 266 235 251 251
維持修繕費（億円） 43 43 43 43 43 40 47

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ） 841 882 802 841 841 764 926
走行時間短縮便益（億円） 619 652 582 619 619 562 682
走行経費減少便益（億円） 164 169 159 164 164 149 180
交通事故減少便益（億円） 58 61 61 58 58 53 64

費用便益費 Ｂ／Ｃ 2.9 3.0 2.7 2.7 3.0 2.6 3.1

基 本ケース
感 度 分 析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動
＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋２０％ －２０％

費 用 C （ 現 在 価 値 ） 194 194 194 209 179 191 198
事 業 費（億円） 151 151 151 166 136 151 151
維持修繕費（億円） 43 43 43 43 43 40 47

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ） 841 882 802 841 841 764 926
走行時間短縮便益（億円） 619 652 582 619 619 562 682
走行経費減少便益（億円） 164 169 159 164 164 149 180
交通事故減少便益（億円） 58 61 61 58 58 53 64

費用便益費 Ｂ／Ｃ 4.3 4.5 4.1 4.0 4.7 4.0 4.7

【全 線】

【残事業】

注）費用及び
便益の合
計は、表
示桁数の
関係で計
算値と一
致しないこ
とがある。



○防雪柵設置区間の精査
○路体盛土材の変更（土質改良土⇒購入土）

○秋田県知事の意見
本県では、高速道路ネットワークの早期完成を県政の重点施策に位置づけ、一部区間を県で直接施工するなど、未開通区間の整備

促進に全力で取り組んでいるところであり、「鷹巣大館道路」の整備については、日本海沿岸東北自動車道の一部を構成し、企業立地の
促進や観光振興、救急医療活動の充実など、多方面にわたる効果が期待できるものと考えていますので、引き続き、コスト縮減に努めなが
ら早期の開通に向けて事業の促進をお願いします。
また、高速道路は、全体がつながってこそ一層大きな効果が発現されることから、本道路と併せ、他の県内未開通区間の整備についても
取組の強化をお願いします。

○以下の団体等から、鷹巣大館道路の整備促進について要望あり。
・日本海沿岸東北自動車道建設促進秋田県北部期成同盟会（会長：大館市長）
能代河川国道事務所へ要望 （平成２６年９月２９日）
東北地方整備局へ要望 （平成２６年１０月２３日）
国土交通省へ要望 （平成２６年１０月２４日）

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

７．地方公共団体等の意見

事業継続
（理由） 高規格幹線道路ネットワークを形成することによる地域間交流・連携の活発化とともに、緊急時の代替路確保等早期整備の

必要性が高い

８．対応方針（原案）

○事業採択時より再評価実施までの周辺環境等の変化
・東日本大震災時には、日本海側ルートが被災地への支援物資輸送等、重要な役割を果たし必要性が再確認された
・平成２４年度 二ツ井今泉道路が新規事業化
・平成２４年 ７月２７日 日本海沿岸東北自動車道（遊佐～象潟L=約17km）が都市計画決定
・平成２４年１０月２７日 象潟仁賀保道路（金浦～仁賀保）と仁賀保本荘道路（仁賀保～両前寺）間L=8.2km開通

４．事業の必要性に関する視点（事業の進捗状況）
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